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  中浜 隆 
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544 

 Office Hours  随時（事前にメールで連絡してください） 

１．授業目的・方法(Course objective and method) 

授業の目的：現代のビジネスと生活（企業と家計）にとって不可欠な保険システムの機能と保険業の役割

を理論面・実証面から学習し、現代のビジネス活動と国民生活に必然的に付随し、複雑化・多様化するリ

スクに対して保険システムと保険業が果たす機能・役割と課題を習得することを目的とします。 

授業の方法：当授業は日本語で行います。また、履修者は少数なので、ゼミ形式（報告と討論）で行いま

す（なお、履修者は少数なので、履修者の関心・研究内容に応じて、下記の「３．授業内容」と「５．使

用教材」については変更することもありえます）。 

 

２．達成目標(Course Goals） 

・保険理論に対する理解力と応用力を高める。 

・保険システムと保険業についてレベルの高い分析ができるようになる。 

 

３．授業内容(Course contents) 

１回目 人口減少時代と保険業 

予習課題：教材の第１章の予習  復習課題：論点の整理と要約 

２回目  生活設計と生命保険 

予習課題：教材の第２章の予習  復習課題：論点の整理と要約 

３回目 第三分野保険の動向と課題 

予習課題：教材の第３章の予習  復習課題：論点の整理と要約 

４回目 「金融と保険の融合」と規制改革 

予習課題：教材の第４章の予習  復習課題：論点の整理と要約 

５回目 生命保険会社の資産運用と課題 

予習課題：教材の第５章の予習  復習課題：論点の整理と要約 

６回目 教材の第Ⅰ部（第１章～第５章）全体の討論 

予習課題：討論内容の準備    復習課題：討論内容の整理と要約 

７回目 小テスト（第１回） 

出題範囲：教材の第Ⅰ部（第１章～第５章） 

８回目  リスクマネジメントビジネスの新展開 

予習課題：教材の第６章の予習  復習課題：論点の整理と要約 

９回目 保険業界の再編と経営戦略 

予習課題：教材の第７章の予習  復習課題：論点の整理と要約 

10回目  損害保険会社の海外進出 

予習課題：教材の第８章の予習  復習課題：論点の整理と要約 

11回目  中国保険市場の成長と展望 

予習課題：教材の第９章の予習  復習課題：論点の整理と要約 

12回目 消費者主権と保険規制 

予習課題：教材の第10章の予習  復習課題：論点の整理と要約 

13回目 人口減少時代と保険業の戦略的課題 

予習課題：教材の第11章の予習  復習課題：論点の整理と要約 

14回目  教材の第Ⅱ部（第6章～第11章）全体の討論 

予習課題：討論内容の準備    復習課題：討論内容の整理と要約 

15回目  小テスト（第２回） 



 

出題範囲：教材の第Ⅱ部（第6章～第11章） 
 

４．事前学修・事後学修(Preparation and review） 

上記の「授業内容」の項目で、各回の授業の「予習課題」と「復習課題」を記載しています。 

 

５．使用教材(Teaching materials) 

田畑康人・岡村国和（編著）『人口減少時代の保険業』慶應義塾大学出版会、2011年 
 

６．成績評価の方法(Grading) 

成績は、下記の「評価の要素」と「ウェイト」に基づいて評価します。  

  

評価の要素 ウェイト 

 出席率 

 授業への参加度（討論） 

 ２回の小テスト  

10 ％ 

50 ％ 

40 ％ 

 

７．成績評価の基準（Grading Criteria) 

・秀（90点以上）：保険理論に対して秀でた理解力と応用力を示し、保険システムと保険業について秀で

た分析をすることができる。 

・優（80点～89点）：保険理論に対して優れた理解力と応用力を示し、保険システムと保険業について優

れた分析をすることができる。 

・良（70点～79点）：保険理論に対して良い理解力と応用力を示し、保険システムと保険業について良い

分析をすることができる。 

・可（60点～69点）：保険理論に対して理解力と応用力を示し、保険システムと保険業について分析をす

ることができる。 

・不可（59点以下）：保険理論に対して理解力と応用力を示しておらず、保険システムと保険業について

分析をすることができない。 

 

８．履修上の注意事項(Remarks) 

大学院博士前期課程（修士課程）で保険関係科目を履修していない履修者は、たとえば下記の保険専門書

（他の保険専門書でもよい）で保険用語と保険理論を事前に学習しておいてください。 

 

・近見正彦・堀田一吉・江澤雅彦（編）『保険学 補訂版』有斐閣、2016年 

・田畑康人・岡村国和（編著）『読みながら考える保険論〔増補改訂版〕』八千代出版、2013年 

 

 

 


